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ドライバーには歩行者を保護する義務があります。４月はこども達が新入学（園）の時期です。交通知識

や交通社会に不慣れなこども達に対しては、十分な注意が必要です。事故につながりやすいこどもの行動

特性を理解し、歩行者に十分配慮した思いやり運転をお願いします。 

 
事故につながりやすいこどもの行動特性 

手を上げて渡れば、横断歩道は安全と考えている。 

友達に続いて横断する時に、車を確認しないことがある。 
 
道路の反対側に、友達などがいると横断する。 

 
駐停車している車のそばで遊ぶ。 

 

こどもは物事を単純にしか理解できず、一つのものに注意が向くと、周りのものが目に入らなくなります。

また幼児の視野は大人よりも狭く、視点が低いため幼児には見えていない・・・ということがあります。 駐車

車両の死角に入って、見えないこどもがいるかもしれないと考え、必ず確認して慎重な運転をしましょう。 

★横断歩道の直前で 

停止できるような速度で進行 
 
★横断歩道に歩行者がいるときは 

必ず止まる 

※横断者がいないことが明らかな場合は除く 

★歩行者との間隔をあけるか徐行 
 

★幼児・児童・高齢者・身体障害者等が通行 

しているときは 

一時停止、または徐行してその通行を
妨げない 

 

※横断中の歩行者、歩道通行者を含む 

★横断歩道手前に車が停止している場合、 

その脇を通過する前に一時停止 
 ※信号機によって歩行者等の横断が禁止されている 

  場合を除く 

例えば・・・ 
 単純思考 

とび出し 

視野が狭い 

ドライバーの皆さん  

 
横断歩道付近では・・・ 

生活道路では・・・ 

停止できる準備をしましょう！ 

 

・・・こどもの特性・・・



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三重県交通安全研修センター 
セーフティプラザみえ 

◇ 開館時間  午前９：３０～午後４：３０  ☆ご利用には予約が必要です☆ 

 ◇ 休 館 日  土曜・日曜・祝日・年末年始（１２/２９～１/３） 

＜ 所在地 ＞ 津市垂水２５６６ 三重県運転免許センター４階 

 ＜ＴＥＬ＞ ０５９－２２４－７７２１  ＜ＦＡＸ＞ ０５９－２２４－７６４１ 

ホームページ http://www.safetyplaza-mie.com 

ご自身が正しい交通ルールのお手本となり、こどもに教えてあげましょう。 

 

制限速度を守り

安全運転を  

 

速度が速くなるほど、ドライバー

の視野は狭くなります。 

 

歩行者や自転車等に 

気が付きにくい  

 

信号や標識の遵守 
 
信号は必ず守りましょう。 

青信号でも周りをよく確認

してから渡りましょう。 

「歩行者横断禁止」を示す

道路標識がある場所では、

道路を横断してはいけま

せん。近くの横断歩道など

を利用しましょう。 

横断歩道の利用 
 歩行者は、横断歩道がある

場所の付近では、横断歩道
を渡りましょう。 

斜め横断は禁止 
 歩行者は、斜めに

道路を横断しては

いけません。 

直前直後横断の禁止 
 歩行者は、車両
等の直前または
直後で横断して
はいけません。 

保護者の皆様へ・・・ 
 

狭い道路や、人通りの多い道路では減速。通学路ではさらに減速しましょう 
 

※出典：警視庁 HP 交通部資料より参照 

速度超過 

なし 

 

速度超過 

あり 

 

９．２倍 
 

③視野が狭くなる 

 

① 死亡事故率が高くなる 

 

・― 速度超過の危険性 ―・ 
 

②停止距離が長くなる 

 危険を発見しても止まり切れない可能性
があります。 

動体視力が低下し、危険の発見が遅れ回避
が難しくなります。 

車の衝突による衝撃力は、スピードの２乗
に比例して大きくなります。 

・令和４年交通事故の死亡事故率比較 ・速度による停止距離の変化 

※乾燥した舗装路面の普通自動車停止距離の目安 

・運転席からの見え方の違い（イメージ） 

スピードに注意  

速度 40ｋｍ 
 

速度６0ｋｍ 
 

速度１００ｋｍ 
 

速度０ｋｍ 
 

歩行者も交通ルールを守りましょう歩行者も交通ルールを守りましょう 

 

 速度超過は、重篤な怪我や死亡事故に直結した交通事故が発生する可能性があるほか、悪質な交通

違反になります。ドライバーの皆さんは、制限速度を守った安全な運転を心掛けましょう。 

～ゆっくり走りましょう～ 

 

  


